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東京2020大会を見据えて
最終回　メダルの数より大切なこと

田中 ひかる

本
連
載
で
は
ま
ず
、「
女
人
禁
制
」

だ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
権

を
、
女
性
た
ち
が
勝
ち
取
っ
た
歴
史

に
つ
い
て
触
れ
た
。
そ
れ
か
ら
約

百
年
。
二
〇
一
四
年
に
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）は「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２
０
」

を
採
択
し
、「
女
性
の
参
加
率
五
〇
％

の
実
現
」と「
男
女
混
合
の
団
体
種

目
の
採
用
の
奨
励
」を
目
標
に
掲
げ

た
。
来
年
に
迫
っ
た
東
京
大
会
で
は
、

女
性
の
参
加
率
は
四
八
・
八
％（
別
枠

扱
い
の
追
加
五
競
技
を
除
く
）と
ほ

ぼ
半
数
と
な
る
見
込
み
で
、
柔
道
混

合
団
体
や
卓
球
混
合
ダ
ブ
ル
ス
な
ど

が
新
た
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
形
式

的
に
は
男
女
平
等
化
が
実
現
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
ポ
ー
ツ
界
全

体
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
推

進
に
期
待
し
た
い
。
ま
た
、
東
京
大

会
に
お
い
て「
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」が

ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
、
取
り
扱
わ

れ
る
か
に
つ
い
て
も
注
目
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
、
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が

容
赦
な
く
好
奇
の
視
線
や
性
的
視
線

に
晒さ
ら

さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も

言
及
し
た
。
真
摯
に
競
技
に
取
り
組

む
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
を
揶や

揄ゆ

し
た
り

性
的
な
対
象
と
見
な
し
た
り
す
る
社

会
は
、
成
熟
し
た
社
会
と
は
い
え
な

い
。
日
本
は
東
京
大
会
の
開
催
国
と

し
て
、
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
前
回
の
連
載
で
は
、
生
理

用
品
の
進
化
に
よ
っ
て
、
女
性
ア
ス

リ
ー
ト
が
経
血
処
置
に
煩わ
ず
らわ
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
書
い
た
が
、

月
経
痛
や
月
経
前
症
候
群
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
ア
ス
リ
ー
ト
は
数
多
く
い

る
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
適
切
な
鎮

痛
薬
や
低
用
量
ピ
ル
の
服
用
な
ど
で

改
善
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
婦
人
科
系
に
も
詳
し
い
ス
ポ
ー

ツ
ド
ク
タ
ー
や
専
門
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
普
及
が
望
ま
れ
る
。
ピ
ル
は

「
避
妊
薬
」と
い
う
認
識
が
根
強
い
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、

正
し
い
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
ド
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
る
無
月
経
や
、
そ
の
結

果
引
き
起
こ
さ
れ
る
骨こ
つ

粗そ

鬆そ
う

症し
ょ
うも

深

刻
な
問
題
で
あ
る
。
目
先
の
成
績
よ

り
も
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
一
生
を
視
野

に
入
れ
た
健
康
管
理
が
当
た
り
前
と

な
っ
て
ほ
し
い
。

東
京
大
会
で
は
、
メ
ダ
ル
の
数
よ

り
も
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
の
改
善
、
進
化
に
期
待
し
た
い
。

Gender×スポーツ

内閣府『男女共同参画白書 平成30年版』より編集部作成

1896年アテネ大会では女性が参加できる競技はなかったが、
2012年ロンドン大会からはすべての競技が参加可能となった。

夏季オリンピックにおける
女性が参加可能な競技数割合（％）
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アテネ1896

パリ1900

セントルイス1904

ロンドン1908

ストックホルム1912

アントワープ1920

パリ1924

アムステルダム1928

ロサンゼルス1932

ベルリン1936

ロンドン1948

ヘルシンキ1952

メルボルン/ストックホルム1956

ローマ1960

東京1964

メキシコシティー1968

ミュンヘン1972

モントリオール1976

モスクワ1980

ロサンゼルス1984

ソウル1988

バルセロナ1992

アトランタ1996

シドニー2000

アテネ2004

北京2008

ロンドン2012

リオ2016


